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はじめに 

 

これまで環境省では、平成 21 年度から継続的に「再生可能エネルギー導入ポテンシャ

ル調査」及び「再生可能エネルギーに関するゾーニング基礎情報整備」を行い、太陽光、

風力、中小水力、地熱、太陽熱、地中熱といったあらゆる再エネのポテンシャルに関する

情報基盤整備を進めており、令和２年６月には、これらの再エネポテンシャル情報を地図

情報化しつつ、各種情報と重ね合わせてわかりやすく表示する「再生可能エネルギー情報

提供システム（ＲＥＰＯＳ（リーポス））」を公開したところである。 

また、政府は、令和２年１０月にカーボンニュートラル宣言を行うとともに、令和３年

４月２２日には、２０５０年目標と整合的で、野心的な目標として、２０３０年度に温室

効果ガスを２０１３年度から４６パーセント削減することを目指すとともに、５０パーセ

ントの高みに向けて、挑戦を続けていく目標を宣言した。 

２０３０年目標を達成するには、導入のリードタイムが比較的短い太陽光発電設備の最

大限導入が重要であり、再エネ主力化の加速のためには、まずは公的機関自らが最大限太

陽光発電設備の導入を進めることが有効である。このため、国・地方脱炭素実現会議にお

いてとりまとまった地域脱炭素ロードマップにおいても、政府及び自治体の建築物及び土

地における太陽光発電設備の導入目標が掲げられたところである。 

以上を踏まえ、本業務では、公共施設における太陽光発電設備の導入実績を把握すると

ともに、その情報を再エネポテンシャル情報と重ねあわせて比較分析することにより、公

共施設における太陽光発電設備導入状況及び導入余地を追跡調査することを目的とする。 

 

本報告書は、これらの成果をとりまとめたものである。 
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